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あらまし：「伝統的な言語文化（古典）に親しむ」学習指導では学習者とテクストの時間的な隔たりを埋

めていくことが課題となる．「学習者が古典に近づくこと」「古典を学習者に近づけること」，両者が相補

的に働くことが，「伝統的な言語文化に親しむ」ことにおいて肝要である．しかし従来の実践では，これ

らは別種の活動として分断され，相補的な働きが十全になされてきたとは言えない．そこでその相補性を

高めることを企図した VR教材を開発した．  
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1. 問題の所在 
平成 14 年度，平成 17 年度教育課程実施状況調査

において，70%以上の高校生が古典に苦手意識を持

っていることが明らかとなり，「高校生の古典嫌い」

が現在の古典教育の問題点として認知されるように

なった．これを解決するためには，中学生の段階か

ら古典に親しむことが必要である．すでに中学生の

段階でおよそ 50％が古典に苦手意識を持っている

ことが明らかになっており，しかも，その「古典嫌

い」の理由は、坂東(1)，岩崎(2)によって中学生と高校

生とで共通することが明らかにされている． 
 

2. 「伝統的な言語文化に親しむ」 
こうした現状を受けて，小学校・中学校では平成

20 年度版学習指導要領以降「伝統的な言語文化に関

する事項」が新設され（高校では平成 22 年度），「古

典に親しむ」ことが目標として強調されるようにな

っている． 
「伝統的な言語文化に親しむ」とはどういうこと

か．高橋・渡辺(3)は，「一人の読者として時間を超え

て作品世界を体感する」こととしている．「追体験」

と言っていいだろう．学習者と古典の間には時間的

な隔たりがあり，その解消の必要性を高橋・渡辺は

訴えている．筆者は「追体験」によって時間を超え

る方法は 2 つあると考えている．「学習者が古典に近

づく」「古典を学習者に近づける」である． 
 
2.1 「学習者が古典に近づく」方法 

 この方法については，時枝(4)や小山内・楠見(5)らの

論を集約したところから導かれる．時枝は，言語を

表現行為そのものであり，理解行為そのものである

としている．そして，古典教育の目的を，先哲がど

のように表現し理解したのかを読み取ることを通し

て，自己のアイデンティティ形成の所以を読み取る

こととしている．一方小山内・楠見は，心理学の観

点から物語に「没入」することの効果について明ら

かにしている．物語に「没入」し物語世界のイメー

ジ（状況モデル）を形成することが，物語の理解を

深めるとともに，自己意識や態度，信念の変化を促

すとしている．これらは，テクストから「読み取る」

という点で共通しており，このことから「学習者が

古典に近づく」（以下「没入」）であると言える． 
 
2.2 「古典を学習者に近づける」方法 

 この方法については，渡辺(6)や竹村(7)らの論を集約

したところから導かれる．渡辺は学習者が主体的・

創造的に古典を価値づける必要性を説いており，現

代の教育には読み手が古典を意味づける「関係概念」

としての古典教育が重要だとしている．この「関係

概念」としての古典教育には，「主体的な解釈，批評

を行い，価値を発見」する「内化」が必要不可欠で

あるとしている．古典を「内化」させていくための

働きかけとして，単元終末に教師から学習者に，「あ

なたにとってどんな意義がありましたか」という問

いかけなどが挙げられている．また竹村は，「伝統的

な言語文化に親しむ」という言葉の意味から，その

目指すべき方向性を示唆している．特に「伝統」を

「継承する人々によって常に更新されるもの」とし

ている．これらに共通するのは，古典を現代の価値

観に捉えなおすための取り組みであり，「古典を学習

者に近づける」こと（以下「内化」）と言える． 
  
2.3 「没入」・「内化」の連環 

 「追体験」を促進するためには，「没入」と「内化」

の連環が不可欠であると考えている．渡辺(8)は，「内

化に至る過程で，読みに必要な力を身に付けた学び

手を育てる」「批評によって価値づけ豊かな学びに向

かう知のエネルギーとして身心に根付かせていく」
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と述べている．このことは，「内化」が確かな読解が

もたらす「没入」によって導かれ，「内化」がさらな

る「没入」を導くエネルギーとなると捉えることが

できるだろう． 
 そしてこの連環について，筆者は「奥の細道」の

36 の実践記録を収集し，授業内での教師の問いかけ

や用いた教材などを「没入」「内化」のどちらに当て

はまるか分類し，それらから両者の連環がどのよう

に行われているのかを考察した． 
 その結果，多くの実践の中で「歴史的背景の確認」

や「古人のものの見方・考え方」を考える活動によ

って「没入」がなされるとともに，そこでの読解を

前提として，表現に対する評価を下す「内化」が行

われていることが明らかになった．その一方で，「没

入」と「内化」が学習活動において分けられている

ことが明らかになった． 
 2 つの活動を相補的に行うことが可能であれば，

古典世界をより深いレベルで「追体験」することが

できるのではないだろうか． 
 
3. VR 教材 
「没入」と「内化」の連環をより密接なものにす

るために，筆者は VR（Virtual Reality）教材を用いる

ことを考えた．VR が他のメディアと比較して優れ

ている点は，それがもたらす「没入感」にある．VR
教材によって古典に「没入」しながら，学習活動に

よって「内化」を促すことで，両者の連環はより密

接なものとなり，「伝統的な言語文化に親しむ」学習

が促進していくと考えている． 
 

3.1 教材概要 
 今回，「奥の細道」の世界を追体験する教材として，

図 1を開発した． 

本教材は「夏草や兵どもが夢の跡」が読まれた岩

手県平泉町高館の現在の様子を撮影した動画である．

撮影日は曇天だったため，編集によって晴天の画像

に差し替えた．本教材を用いることで，学習者は，

高館の広さや北上川の様子を知り，状況モデルを形

成するとともに，VR 教材とテクストを比較するこ

とにより，テクストの内容について，記述の正しさ

や表現方法の良し悪しを評価することができる． 
 
3.2 「没入」・「内化」をつなげる問いかけ 

 前述の通り，VR 教材の強みは「没入感」にある．

故に，「追体験」を可能にするためには，学習活動に

おいて「没入」「内化」を連環させる必要がある． 
 そこで筆者は，高館で芭蕉と曾良がどのような会

話をしたか想像し，劇にする活動を提案する．この

活動は，教科書教材読解後，VR 教材視聴後の 2 回

行うものとする． 
 この活動で期待される VR 教材の効果は次の通り

である． 

 一つ目は，「奥の細道」への「没入」を促進するこ 

 
図 1 VR 教材「奥の細道」の例 

 

とである．本教材を視聴することによって，学習者

は高館の広さや下を流れる北上川の様子などを知る

ことができる．それによって本文よりも明確で概ね

共通の状況モデルを形成することができる． 

 二つ目は，「奥の細道」の「内化」を促進すること

である．本教材を視聴して芭蕉と曾良の会話を想像

する活動は，地の文と俳句との関係から芭蕉の心情

を考察することである．それは，「没入」であるとと

もに，芭蕉の表現を評価することにつながるため「内

化」の活動であるということができる．また，仮に

劇を教室内で相互評価する場合，共通理解に基づい

た意見交換が行われるため，他者の解釈の確認のた

めに再び VR 教材を用いた「没入」へとつなげるこ

ともできるだろう． 
 このように，VR 教材を用いることで「没入」「内

化」のより密接な連携のもと「追体験」を行うこと

が可能となり，学習者はより「伝統的な言語文化に

親しむ」ことが期待される．この授業実践を通じて，

VR教材の効果を検証することが今後の課題である． 
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